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そ して神職Dさ んの 「感謝」については、現在プロ野球
ソフ トバンクの監督である王貞治氏の存在が大きい。これ




た。また、Aさ ん ・Bさ んとお稲荷 さんの出会い、Dさ ん
と上司の出会い、Cさ んと 「先生」の出会いなど、様々な
出会いが信仰を、そ して人生を動かしている。


















































木 戸 彩 恵(K皿X)Ayae)
問題
化粧 とは,現 在の自己を創る行為ではなく,「5分 先の
コンビニでの私」や 「2時間先のデー トの待ち合わせに向
か う私」,「日中,職 場に居る私」など,未 来の自己を創り




独 自性を持っ他者一 と対話 させながら,他者に向かう自分
をつ くりあげるといえる。つまり、化粧は,そ こで出会 う
であろう他者が「私」に期待する役割を作りだしていると
も言え,行 為者は,実 際の過去経験に基づきつつ,他 者に


























を検討 し,宛 先となる場所を大きく3つ に分類 した。3っ
の場所とは,そ れぞれ,一 人もしくは,家 族 ・恋人などの
近親者と共にいる場面の「親密(in血late)」 な場所,自 己
内において最低限他者 と対峙することが可能になるレヴ





会 ・文化的文脈の影響を受ける。また,行 為者は,先 に提
示 した3種 の場所(トポス)を往還 しながら実生活をおこな
っていると考えられるため,こ れら3つ の場所を,や ま
だ ・山田(2006)の 「ライフス トー リーの樹」モデルに倣
い,パ ー ソナル ・トポス(PersonalTopos)・ ミクロ・ト












構図5は,揚 所を共有 した他者 との関係性に場所を共有 し
ない(外 部の)他 者が立ち現れる 「他者との複合的相互関
係の構図」である。












































生成 されているが,解 釈する相手(宛 先)が 変容した場合













また,本 研究では,社 会 ・文化的影響についてモデル化
をおこなった。社会文化的影響をモデル化し提示すること
は,自 覚的に自文化を相対化してみることや,異 文化下に


























































ている女性たちにとってライフス トー リーのモデル とし
て用いた際に、
(1)「松田聖子」物語はどのような形のモデルとしてとら












カー ド化した後にKJ法(川 喜田、1967)に よる分析を行
った。図解 と語 りの二次データを照らし合わせ、語 り手の































グループ1の 語りでは、① 〈聖子〉物語が 〈私〉物語に
変化する語 りと、② 〈私〉物語に く聖子〉物語が登場する
語 りが見られた。①では、〈聖子〉物語を 「私」が 「憧れ
る」「共感する」と語る中で、「私も」聖子のように生きる、










グループ2で は、〈私〉物語 と 〈聖子〉物語は基本的に
距離を置いたものとして語 られた。〈私〉と 〈聖子〉は異
なる世界の物語 としてそれぞれ独立して語 られる。しかし、
ここでは 「母Jと いう、共通する要素によって、2つ の世
界を同じ次元で比較する語 りが行われた。比較することに
より、具体的な相違点や、「聖子の気持ちもわかるかもし























































2007年4月 に児童養護施設に入所した4歳 児mを 対象
に、週1回 、3時 間に渡って観察 し、児童養護施設のB
職員に対する子どもの愛着安定性得点を4回 測定し、A職
員とB職 員を対象に、アタッチメン ト障害尺度に基づく




度化 した日本語版を使用した。AQSは 一1.0か らLoの 問
を動き、それが高いほどアタッチメン トが安定しているこ
とを意味し、通常は、.30以 上で安定型のアタッチメント
を形成 していると判断される。さらにAQSの 項 目を複数
組み合わせることで、子 どもの相互作用上の行動特徴を表






たアタッチメン ト障害尺度にもとついて実施 した。5っ の
因子とは、第1因 子 「情緒的撤退 ・内閉」、第2因 子 「親
に対す る警戒・過剰応諾」、第3因 子「無差別的友好態度」、
第4因 子 「危険行動」、第5因 子 「行動抑制的粘着性愛着」
である。
その結果、初回(6月27日)のYの 愛着安定性得点は
D型 の子どもに近かった。AQS下 位得点から、Yは 職員
との身体接触が少なからずあり、職員よりも職員以外の大
人と相互作用する傾向がやや高いことが明らかとなった。
YとB職 員との相互作用は一 日の うちで一回のみであっ
た。
















































変化 しなかった。Yの 「情緒的撤退 ・内閉」の平均点はや
や高く、遊びの場面でYが 孤立し、引きこもる様子が観
察された。9月 に義母が来所し、Yは おもちゃをもらって
遊んでいた。義母 とYと の面会に立ち会ったA職 員のほ






高かった。Yの 脆 険行動 の平均点もやや高かった。A
職員よりもB職 員の方が 「危険行動」の平均点がやや低
















































YとB職 員 との相互作用や近接性は、Yと 他児 との ト
ラブルを職員が解決 した後に頻繁に観察された。今後、B










英国 に お ける シ テ ィズ ン シ ッ プ教 育
に関す る一考察
一 アン ドリュー ・ドブソンの
所論に焦点をあてて



















































































































両者の分析を経て、第3章 では、第1節 で ドブソンの視
点を借 りて、英国シティズンシップ教育を捉え直した。ド
ブソンは、自身の 「エコロジカル ・シティズンシップ」を










































西 尾実 国語教 育 にお ける




















































第2章 では、その 「通 じ合い」が文学においてはどのよ
うな形をとるのかを考察し、その文学が 「通 じ合お う」と
する主体的真実に注目するとともに、西尾が文学作品をど
のように捉えたかを考察した。文学における 「通 じ合い」
は独語とい う形をとり、一見して 「通 じ合い」には見えに
くいが実際には、作者の主体的真実を 「通 じ合 う」もので
あることがわかった。この主体的真実は文学作品において
































































米づ く り作業 に おけ る








が築 く豊かな国民生活」 と題した2007年 版の国民生活白











































































全8回 の作業のうち、3回 以上活動に参加 した活動メン
バーは、地域SNSで つながりをもつCグ ループll名(子































































































































英 国 物 理 教 育 に お け る
NuffieldAdvancedPhysicsから
AdvancingPhysicsへ の 展 開
一一一TonOgbornの 所 論に注 目 して
大 崎 裕 生(OSAKIHiroo)
英国では、2000年 に物理学会の主導による新しい物
理教育課程AdvancingPhysics(以 下AP)が 登場 した。




APの 責任者JonOgbomは 、1970年 前後にも同じA
レベルの物理教育課程であるNuffieldAdvancedPhysi〔s
(以下NAP)の 責任者を務めていた。これまでの所、











教育において、物理を使った りもっと学んだ りす るだ
ろう」 と述べ られている。このことか ら、NAPの 意図
は物理学の専門家の養成ではなかったように感 じられ



















はNAPの 反省に立ち、NAPを 乗 り越えようとしたもの
だと考えられる。
NAPの 時代には、物理履修生徒は通常数学 と化学 も
選択 し、3科 目を2年 間かけて履修 していた。 しかし、
APの 時代には芸術や入文などを含んだ多様な科目選択
が行われるようになった。また、Aレ ベルも1年 目の




















































の限界をよみ とりたい」 と批判 した。つま り岡部は、
小倉は公理主義的の意味を十分に理解せず、数学にお




研究の立場か ら『近代 日本の数学教育』(2006年)に お
いて、「特定の著作に基づく一面的な理解であった」と










熟」期以後では小倉の言 う 「直観」は 「生徒の 『心理
過程』 という形で経験科学の対象となると同時に、数
学の理論 と連続するものに変容 した」 と佐藤は分析 し
た。しか し、佐藤の研究は小倉が一貫 してこだわ り続
けた 「科学的精神」関する考察が不十分であ り、小倉
の主張の核心に至っているとは言い難い。


























したがって小倉が数学教育で 目標 として想定 し続け













自閉 症 児 との コ ミュニ ケ ー シ ョンに
つ いて























































































































うな役割 を果た したのかを明らかにす ることを目的と
した。
まず、大田の教育観を検討し、前進性、民衆性、科







































































的側面を明確に 「指導の個別化」 と 「学習の個性化」




















































向が34名 →32名 →38名 →42名 、訓練志向が0名 →5
名→17名 →8名 、実用志向が5名 →16名 →26名 →24名 、
関係志向が30名 →30名 →18名 →2名 、自尊志向が16





















































































































この問題が国際問題へ と発展 した。 「侵略一進出」問題
の解決策 として 「近隣諸国条項」が検定基準に取 り入
れ られた。教科書検定問題から起 こった中国や韓国の
教科書への抗議が、加害の性格を強めた記述に反映さ
れたといえる。
第4章 では2002年 前後での教科書記述の比較を行っ
た。また、その当時の社会的要因 と教科書との関係を
調べた。
2002年 以前の教科書では、加害 と被害の二っの性格
が記述されている。2002年 以後では加害 と被害の二つ
の性格が記述されているが減少 している。
この記述の変化の要因として、学習指導要領の改訂
による授業時数の減少。また藤岡信勝 らのグループで
ある自由主義史観研究会の教科書批判が、加害と被害
の減少に影響 しているといえる。
本論文では、教科書と社会的要因は関係 しているこ
とを明らかにした。
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